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Kurasawa コレクションに感謝
佐藤　修

　倉沢さんは、ご自身がこよなく愛する郷土・信州にゆかりの画
家たちの作品を対象として蒐集をしてこられました。蒐集のテー
マをそのように設定されたのには、当館前館長・梅野隆さんの示
唆があったと聞きますが、こうして蒐集の成果を拝見する時、ご
自身の努力たるやさぞかしであったろうと敬服します。
　山本鼎、倉田白羊、中村直人、林倭衛、小山敬三、丸山晩霞、三
宅克己、中川紀元…と連なる作家群は壮観です。出展作品数は
百余点。まさに信州にふさわしい悠々と連なる画人の山なみが
形成されました。
　「倉沢コレクション」は、実は４年前に他の美術館で一度披露
されました（約60点）。ですが、「あるコレクターの所蔵作品展」と
称し、ご自身の名を明らかにはしませんでした。今回も倉沢さん
はお名前を冠することに躊躇されておりましたが、これだけの
堂々たる誇り高いコレクションであり、是非にと懇願し、晴れて
ヴェールを解いていただくこととなりました。
　百余点が飾られた壁面を見るとき、つくづく信州の美術の底力
を感じます。多くの画家たちを輩出しただけでなく、いっときの仮
住まいのつもりでこの地を訪れた画家が、結局は長い逗留に
なったのも、信州の気候風土に惹かれたこともあったでしょうが、
誠実で努力を惜しまない信州の人たちの気質が、彼らを去りが
たくさせたのではないかと思います。
　「蒐集は人を語る」。信州の画家に執着されたコレクター自身も
また、誰よりも郷土・信州を愛して止まないのでしょう。
　地域にゆかりの作家たちで大きな展覧会ができますことは、公
立美術館である当館として、この上なく喜ばしいことです。それを
実現させてくださったコレクター・倉沢紀武様に心から感謝を申
し上げます。

（東御市梅野記念絵画館　館長）
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「いつの日か、コレクションが長野県の芸術文化継承の一助になればと考えるようになった。」
　－特に東信地方出身、またはゆかりの深い画家たち－山本鼎、丸山晩霞を筆頭に、総勢18名100余点を展示します。
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